
里
民
哩
村
氏
支
陵
町
第
十
四
代
。
底
地
内
焔
持
。
誌
京

弓
近
年

1
H
H凶
H
m生
。
初
れ
制
判
官
、
値
段
語
、
。
元

一
治
花
年
七

H
凶
臼
辿
知
一
此
こ

f
討

(内
二
「
白
血
(

お
知
U

を
父
付
、
明
治
こ
年
四
月

H
七
H
H
P年
十
八

を
以
て
残
し
た
。
法
畑
町
努
以
院
、
野
川
山
に
仰
る
。

オ
ヲ
ム
ラ
ア
ツ
ノ
プ
奥
村
時

叙

加

れ
締
の
老

庖
奥
村
氏
支
家
の
第
十
二
代
。
伐
砲
の
術
見
。
平
和

二
年
十

一
且
什
二
日
出
生
。
初
約
側
官
。
後
内
腕
。

初
日
削
従
立
。
文
化
十
凶
年
八

n
hハH
m斑
の
辿
釦
一

瓜
討
(
内
ザ
治
的
十
日
興
力
知
〉
を
似
ひ
、
文
政
凶
年
十

一
一
月
什
二
日
兵
部
久

ωの
辿
制
を
加

へ
、
知
行
一

一品

二
千
石
ハ
門
二

F
V口
県
力
知
〉
と
な
っ
た
。
弘
化
一
二
年

九
且

H
七
H
一口
千
年
四
十
五
を
以
て
奴
。
法
制
肌
良
一
徳
院

部
品
山
説
知
村
士
、
川町
川
山
に
狩
ら
れ
た
。

オ
ク
ム
ラ
ア
リ
サ
ダ

奥
村
有
定
加
れ
椛
の
老

院
奥
村
氏
宗
家
の
筋
七
代
。
れ
は
又
一
点
奥
村
品
川
披
守

忠
削
仰
の
七
到
。一
川
政
十
年
間
位
。
幼
名
小
腕
、後
山
中
入
・

内
匠
。
初
訪
氾
氏
。
平
保
九
年
八

H
有
別
に
誌
は
れ
、

十
年
九
且
附

H
新
知
二
「
…1
川
知
(
内
出
何
十
知
県
力

知
〉
を
似
ひ
、
十
六
年
間
月
二

M
従
(
久
の
治
知
一
川
刷

出

F
石
(内
「
弘
行
石
山
一
力
知
〉
を川副

uz、
別
制
は
之

を
除
か
れ
J

川
文
二
年
二
月

H
Jハ
日
江
戸
に
放
し
た
。

平
年
四
十
。
法
松
川
田
俊
院
制
泌
有
淀
川
士
u

川
町
川
山

に
即
興
し
た
。

オ
ヲ
ム
ラ
ア
リ
テ
ル
奥
村
有
線
加
引
出
の
老

臣
奥
村
氏
宗
家
の
第
十
代
ω
附
成
の
二
男
υ
延
伐
七

年
出
生
。
母
は
航
山
忠
次
の
女
。
幼
名
一
中
次
郎
、
後

伊
態
。
北
緯
六
年
二
且
十
六

H
V〈の
J

判
制
一
瓜
四
千

五
円
討
ハ内
「
石
県
力
知
〉
を
協
は
り
、
却
制
凶
郎
自

越
は
幼
な
る
を
以
て
、
諮
っ
て
治
制
の
内
本
仙
の
外

相
却
の
俄
分
を
以
て
知
行
を
命
ぜ
ら
る
べ
〈
、
そ
の
時

に
京
る
ま
で
辿
鎖
帥
免
の
分
は
山
町
内
如
く
拠
へ
ら
れ

た
が
、
十
凶
年
七
且
凶

M
除
必
尚
二
「
出

h
七
.b七

オ
ク

ヰ
町
内
抗
同
討
を
有
仰
の
典
力
知
に
加
へ
、
都
合
一

一
英
の
頃
に
は
主
搾
減
内
蹄
丸
に
阿
た
が
、
世
に
は
新

一
文
三
年
足
恒
三

f
人
を
附
し
て
経
巾
魚
川
伸
に
遣
は
さ

亘

瓜
泊

f
石
内内

f
d』
'H
討
叫
ん
力
知
U

と
し
、
校
二
千
b
一
堂
形
米
hn
の
隣
地
小
将
町
に
在
っ
た
。
域
内
か
ら
陪

-
れ
た
，か
、
天
和
二
年
訴
に
よ
っ
て
役
俗
世
必
ぜ
ら
れ
、
=

石
七

4
に
四
川
礼
イ
二
百
一
=
斗
を
引
H

止
し
て
、
都
合

一
似
の
郎
を
修
制
せ
し
め
ら
れ
た
と
き
に
地
じ
た
の
で
点
字
九
年
=
一周
到
し
た
。

二
千
出
川
石
パ内
石
川
内
右
胤
一
力
知
U

を
白
川
掴
の
知
行
に
あ
ら
う
。

一

オ
ヲ
ム
ラ
ジ
エ
モ
ン
奥
村
治
右
衛
門

荒
子
七

m
配
分
せ
ら
れ
た
。
次
い

C
正
徳
元
年
十
二
且
刑
七
日

一

オ
h
y
ム
ラ
ウ
ヰ
メ

奥
村
釆
女
揃
左
衛
門
の
子
。
人
裁
の
一
人
。
後
前
川
利
H
N
魁
巾
守
山
に
於
い
て
自

佐
治
似
ド
伊
段
守
に
叙
任
し
、
手
保
十
泊
年
十
二
且

一
若
名
か
な
。
前
削
利
家
に
仕
へ
、
政
五
千
石
。
天
一
止
ら
之
を
殺
訴
し
、
家
断
絶
し
た
。

一h
H
出
十
二
以
を
は
て
卒
し
た
。
法
悦
徳
川
E

防
御
山

一
十
二
年
十
五
磁
の
時
末
森
城
を
守
り
、
民
投
近
年
八

一

オ
ヲ
ム
ラ
ス
ケ
カ
ズ
奥
村
組
問
運

泊
桝
日
比
三
郎
・

本
有
山
士
。
川
町
川
山
に
緋
ら
れ
た
。

一
月
一
一
一
日
大
山
一
一
寺
山
岬
に
討
死
し
た
。
平
年
=
一
イ

一
。
源
左
揃
門
。
字
は
子
復
、
天
泌
と
脱
し
た
o
w礼文
十

オ
h
y
ム
ラ
ウ
ヂ
奥
村
氏

〈
一
〉
川
系
|加
釘
滞

一

オ
ク
ム
ラ
カ
イ
シ
ン

奥
村
快
心

↓
オ
タ
ム
一
フ

一
一
年
十
一
月
住
ま
れ
、
元
政
六
年
八
月
家
紋
二
千
七

隠
の
巾
門
閥
八
家
の
一
つ
刀
、
永
桶
・
策
明
・
間
以
政

・
一
ナ
ガ

ト
ミ

奥
村
永
田
刷
。

一
刊
石
を
刷
ぎ
、

-d
徳
苅
年
一
=
M
M
公
郁
必
裕
行
と
な
り
、

間以前
・的
成
・有
抑
有
定
・修
市
・開山川町
・向
立
-栄
町
・
一

オ
ヲ
ム
ラ
カ
ズ
h
F
ダ

奥
村
和
忠
加
到
拙
仰
の
老

一
平
保
十
朗
年
八
月
病
に
依
っ
て
之
を
砕
し
、
十
八
年

間民税

問山
地
-MX
滋
十
凶
代
制
似
へ
、
そ
の
椴
少
き
と

一
陸
奥
村
氏
支
家
の
第
二
代
。
易
英
の
鏑
子
。
阿
国
投
入

一
七
且
サ
四
日
六
十
四
肢
を
り
て
残
し
た
。
仙
川
辺
川
T

を

き
は
一
望
一
千
宍
内

f
石
民
力
知
)
か
ら
、
多
い
時

一
年一一一且

H
七
日
金
棒
に
生
ま
れ
た
。
童
相
京
阪
、
初

予
好
み
、
牧
野
禿
椛

・
言

想

定

日
び
、
室
門
七
才
の

は
一
瓜
七
「
石
ハ内
「
弘
山
石
胤(
力
知
)
に
及
ん
だ
。

一
一疎開封之
o
元
利
二
年
前
凶
利
慌
に
仕
へ
て
千
百
を
領
一
人
を
以
て
抑
制
せ
ら
れ
た
。

間
以
滋
の
時
間
約
制
新
に
際
L
、
三
十
-
二
年
五
月
時
に

一
し
た
が
、
覧
氷
十
六
年
十
且
H
七
日
父
に
先
だ
っ
て

-

オ
ク
ム
ラ
ス
ケ
ロ
ヲ

奥
村
助
六

大
地
寺
山
柿
士
。

市
肢
に
列
L
、
男
川
川
を
民
付
ら
れ
た
。
奥
村
民
の
宗

一
京
都
に
明
日
し
た
。
平
年
三
十
七
。

法
悦
野
五
院
、
後

-
民
体
抗
の
槍
術
を
巾
山
抑
止
(
術
世
間
成
に
公
付
て
、
こ

家
で
あ
る
。

一
将
行
院
。
平
年
三
十
七
依
o

の
滞
に
於
け
る
間
流
の
制
と
な
っ
た
o

合
一
)
郎
節

l
拠
村
氏
宗
家
の
民
政
は
、
石
引
川
の
入

一

オ
h
y
ム
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カ
h
F
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奥
村
質
直
加
到
滞
の
老

オ
ナ
ム
ラ
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ケ
イ
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奥
村
正
系
諮

一

加。

日
夜
側
℃
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
は
延
期
μ
の
地
附
に
自
由

一
臣
奥
村
氏
支
家
の
第
十
一
代
。
臨
艇
の
=
一
回
目
。
明
和
奥
村
白
木
前
一
訟
の
系
的
で
、
阪
本
は
も
と
京
国
川
附
氏

村
川
抽
出
守
ド
Mm
政
と
犯
さ
れ
る
も
の
で
、
元
総
九
年

一
四
年
間
生
。
泊
栴
伊
助
・左
京
。
初
郎
正
直
。
天
明
町
出

の
加
縦
で
あ
っ
た
が
、
森
川
中
次
之
を
川
町
制
し
て
秘

伊
隊
一
i
有
仰
の
時
、
命
に
よ
り
今
の
品川
六
川
内
か
ら

一
年
父
降
桜
能
管
局
に
配
疏
せ
ら
れ
た
か
ら
、
イ
ニ

且

笈

強
制刊
に
牧
め
た
。

こ
、
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

一
H
六
日
組
父
成
忽
の
也
知
一
凶
行
の
内
六
千
石
〈
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オ
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ム
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h
F
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オ
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奥
村
隆
援
加
れ
…柿
の
老

オ
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ム
一
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デ
奥
村
氏
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一
〉
附
糸
|加
到
滞

一
千
石
奥
刀
知
〉
を
脇
ひ
、
見
政
七
年
九
且
十
五
日
市
北
目
奥
村
氏
支
一
払
の
第
十
代
。
引
は
航
山
大
和
守
れ
林

田
門
閥
八
家
の
一
つ
で
、
拠
村
永
田酬
の
二
子
易
英
に

一
柄
に
依
っ
て
四
千
百
〈
内
十
九
百
十
口
県
力
知
〉
を
加
へ
ら
の
抗
男
。
円
r
保
十
九
年
削
位
。
幼
名
ー山
一
語
。
後
左

初
。
、
利
忠
・
附
随
・
恐
削
・則
被
・
尚
良
・
川町命

-a一
れ
、
都
合
一
一
向
石
(
内
千
五
引
石
奥
力
知
)
と
な
り
、

京
-t
山水
。
成
忽
の
米
州
益
子
と
な
わ
υ
、
見
延
二
年
J

ハ

直
・開
山
限
・
成
政
・陥
裂
は
直
・伴
叙
・直
樹
・
院
卸
・則

一
文
化
十
四
年
六
且
八
日
苧
年
出
十

一
を
以
て
問
問
L
一

月
二
一
一
同
治
知
一
山
凶
行
〈
内
二
千
百
県
力
知
)
を
焚
け
、

友
に
亙
る
が
、
利
剛
山
は
附
代
の
鍛
に
人
ら
ぬ
か
ら
十

一
た
o
法
統
一
苅
良
資
子
議
旋
忠
日
士、

野
凶
山
に
梨
ら

一
安
京
七
年
四
月
什
八
日
二

F
行
を
加
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せ
ら
れ
て
一

五
代
を
数
へ
、
総
多
さ
附
は

一
成
七
千
四

η
加
十
石

一
れ
た
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一
瓜
二
千
石
と
な
っ
た
が
、
天
明
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年
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月
什
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日
一泊

〈内-一
一イ
石
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力
知
〉
か
ら
、
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き
貯
は
六
千
石
〈
内

一

オ
ヲ
ム
ラ
ゲ
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エ
モ
ン

奥
村
源
左
衛
門

閉山

一
泌
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
つ
知
行
ニ
イ
石
を
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か
れ
、
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千
石
県
力
知
〉
に
ポ
ム
る
。
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友
の
時
世
間
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師
に
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し
、

一
左
衛
門
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花
の
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。
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凶
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治
に
召
出
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光
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且
廿
九
日
流
刑
の
冗
告
を
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官
、
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年
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日

そ
の
発
耐
子
川
英
は
明
治
一
=
十
三
年
特
に
部
族
に
列

一
向
に
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出
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て
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を
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け
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の

一
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資
自
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川
に
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ら
れ
二
十
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扶
持
を
泣
け
た
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し
、
男
併
を
授
け
ら
れ
た
。
由
民
村
氏
の
支
家
で
あ
る
。

一
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す
る
に
及
ん
で
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十
刊
を
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へ
、
阪
安
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年
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の
辿

一
こ
れ
は
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が
蛸
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に
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、
一
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の
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弟
に
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郎
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一
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中
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千
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石
(
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百
行
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力
知
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を
製
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、
沈

一
し
て
狂
詩
な
る
泌
総
似
せ
ら
れ
て
ゐ
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出
を
、
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に
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